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　 第 8 0 9 号

夏　116

日

秋　157日

歴史資料館春の企画展

煎茶の再生
☆５月21日(土)～7月31日(日)

　(月曜日・祝日は休館)

午前９時～午後５時

☆入場無料

▲製茶新説

　明治６年に板行された木版刷

りの茶業奨励書。製茶の作業や

道具が詳しくm解されている。

古
文
書
な
ど
約
4
0
点
を
展
示

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
春
の
企
画
展
「
煎
茶
（
せ
ん

ち
や
）
の
再
生
」
を
五
月
二
十
一
日
出
か
ら
七
月
三

十
一
日
剛
ま
で
開
催
。
煎
茶
は
、
元
文
年
間
（
一
七

三
八
年
ご
ろ
）
に
永
谷
宗
円
が
煎
茶
づ
く
り
の
方
法

を
編
み
出
し
た
と
い
わ
れ
、
今
年
で
お
よ
そ
二
百
五

十
年
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
現
在
に
伝
わ
る
古
文

書
や
民
具
な
ど
約
四
十
点
を
展
示
。
宇
治
製
煎
茶
の

歴
史
と
、
そ
れ
が
全
国
に
広
が
っ
た
過
程
を
た
ど
り

ま
す
。
ご
家
族
で
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

歴史資料館
　折居台1丁目１

a⑩1 3 1 1

ト
古
今
嘉
木
歴
覧
　
永
谷
宗
円
の
業
績
以
降
、
茶
業
の
発
達
を
書
き

　
継
い
だ
記
録
。
写
本
は
な
く
肉
筆
本
一
冊
が
現
存
し
て
い
る
。

　
私
た
ち
が
飲
ん
で
い
る
煎
茶

（
せ
ん
ち
や
）
は
、
江
戸
時
代
の
元

文
年
間
（
一
七
三
六
～
四
一
）
、
宇

治
田
原
の
永
谷
宗
円
か
煎
茶
づ
く

り
の
方
法
を
編
み
出
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
宇
治
に
は
中
世
以
来
、
抹
茶
（
ま

っ
ち
や
）
を
つ
く
る
収
れ
た
伝
統

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
抹
茶
づ
く

り
の
技
術
と
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た

釜
炒
茶
（
か
ま
い
り
ち
や
）
の
方
法

兌
Ｂ
ｔ
、
新
し
い
〈
煎
茶
〉
が

作
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
製
法

は
宇
治
製
法
と
呼
ば
れ
、
全
国
に

広
ま
り
ま
し
た
。

　
更
に
宇
治
で
は
、
茶
師
や
茶
農

一
ト
禁
裏
御
所
御
用
札

一
　
新
し
い
煎
茶
は
、
禁
裏
へ
献
上
一

一
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
御
用
札
。
　
一

家
の
努
力
に
よ
っ
て
製
茶
技
術
が

高
ま
り
、
高
級
茶
「
玉
露
」
を
も
生

み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
古
文
書

や
和
本
、
民
具
な
芦
約
四
十
点
を

展
示
し
、
宇
治
製
煎
茶
の
歴
史
と

そ
れ
が
全
国
に
広
が
っ
た
過
程
を

た
ど
り
ま
す
。

　
今
、
宇
治
は
新
茶
の
季
節
。
こ

の
機
会
に
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、

宇
治
茶
の
歴
史
の
Ｉ
コ
マ
か
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
3
回
　
歴
史
散

策

新
緑
の
白
川
を
訪
ね
て

▽
と
き
・
：
５
月
2
9
日
閣
、
午
後
１

　
時
半
～
５
時
（
小
雨
決
行
）
。

▽
集
合
場
所
・
：
中
央
公
民
館
会
議

　
室
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
。

▽
見
学
先
…
地
蔵
院
、
白
山
神
社
、

　
金
色
院
総
門
、
四
条
宮
寛
子
供

　
養
塔
ほ
か
。

▽
定
員
・
・
・
6
0
人
（
先
着
順
）
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
電

　
話
で
歴
史
資
料
館
へ
。

４月23日　文化会館で

　
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会

宇
治
市
実
行
委
員
会
（
会
長
＝

池
本
正
夫
宇
治
市
長
）
の
第
四

回
総
会
が
、
四
月
二
十
三
日
、

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
。

総
会
で
は
、
池
本
市
長
が
、
「
京

都
国
体
の
ト
ッ
プ
を
切
る
夏
季

大
会
の
主
会
場
で
あ
る
本
市
の

責
務
は
重
大
。
万
全
の
体
制
で

臨
み
た
い
」
と
決
意
か
迂
べ
、

運
営
方
針
や
事
業
計
画
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
総
会
後
、
同
会
場
で
は

開
必
一
式
な
ど
の
式
典
に
出
演
す

る
小
学
生
の
鼓
隊
、
金
管
バ
ン

ド
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
。
そ
の
力
強
い
演
奏
ぶ
句

▲力強い演奏をする小学生の金管バンド

に
、
本
番
で
の
活
躍
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
続
い
て
開
か
れ
た
新

し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
る
フ

宇
治
市
市
民
運
動
推
進
協
議
会

の
第
三
回
総
会
で
は
、
国
体
成

功
へ
の
実
践
活
動
を
推
進
す
る

と
の
方
針
を
決
定
。
同
時
に
、

三
項
目
の
重
点
実
践
活
動
が
設

定
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
へ

市
ス
ポ
ー
ツ
初
級
指
導
員
を
認
定

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の

程
、
市
内
初
の
「
宇
治
市
ス
ポ

ー
ツ
初
級
指
導
目
ご
六
十
〈
を

認
定
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
が

「
牟
居
ス
ポ
ー
ツ
」
と
な
り
、
す

べ
て
の
人
の
健
康
、
生
き
が
い
、

楽
し
み
と
し
て
。
忠
だ
の
重
要

な
一
部
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
活
発
化
し
た
状
況
の

中
で
、
多
様
化
す
る
市
民
の
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
を
図
る
た
め
、

昨
年
十
一
月
か
ら
五
回
に
渡
り
。

　
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養

戊
講
習
合
金
犬
施
。
今
回
の

認
定
は
こ
の
受
講
者
の
中
か
ら

選
考
し
た
、
指
導
者
と
し
て
熱

意
の
あ
る
人
で
す
。

　
な
お
、
認
定
証
の
交
付
式
は

四
月
二
十
日
、
中
央
公
民
館
で

行
ｐ
れ
ま
し
べ

　
認
定
証
の
交
付
夕
受
け
た
人

は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
（
順

不
同
、
敬
称
略
）

　
井
内
智
子
、
井
上
れ
い
子
、

白
谷
貴
、
小
林
邦
弘
、
小
林
幸

子
、
本
間
彰
雄
、
大
下
征
子
、

木
元
健
蔵
、
米
良
清
明
、
山
岡

僅
｀
、
森
浩
、
浅
岡
繁
次
郎
、

西
村
忍
、
岡
本
周
作
、
大
東
一

弘
、
坂
根
由
洋
、
藤
井
政
信
、

大
石
賢
一
、
福
山
秋
文
、
今
西

圭
子
、
今
西
直
子
、
堀
井
洋
子
、

奥
村
美
恵
子
。
西
村
綾
子
、
中

村
三
男
、
藤
村
信
行
、
山
下
秀

樹
、
太
田
輝
彦
、
太
田
智
子
、

木
村
長
次
、
高
橋
喜
八
造
、
樋

口
信
男
、
山
本
武
司
、
板
谷
嘉

子
、
清
水
桂
子
、
斉
藤
高
子
、

下
山
健
二
、
真
名
子
泰
二
、
田

堂
貴
代
子
、
高
橋
顎
央
、
近
籐

徹
也
、
市
川
紀
和
、
土
橋
昇
、

辻
川
直
行
、
細
井
雄
治
、
小
曽

根
一
枝
、
浅
見
満
夫
、
佐
多
正

則
、
中
神
邦
雄
、
山
本
岩
央
、

新
庄
直
、
大
石
美
智
子
、
内
川

中
彦
、
奥
掲
正
行
、
小
林
良
治
、

山
口
勲
、
小
林
義
雄
、
小
川
猛
、

中
村
毅
、
円
実
恵
津
子
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

851

国体市実行委・市民運動推進協が総

会

本番に向けてダッシュ

さわやか宇治

-地域ではぐくむコミュニティー

西小倉コミュニティセンターがオープン

５月21日(土)

　午前10時半から15分間
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消
費
者
コ
ー
ナ
ー

取り扱い絵表示を

　　　　よく確かめて

生
成
り
製
品
を

　
　
　
洗
う
と
き

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
生
成
り

▼取り扱い絵表示の記号と意味

や
淡
色
製
品
の
衣
類
が
多
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
自
然
な

淡
い
色
合
い
が
身
上
で
す
。

　
生
成
り
や
淡
色
の
製
品
を
蛍

光
増
白
剤
や
漂
白
剤
入
り
の
洗

剤
で
洗
う
と
、
白
っ
ぽ
ぐ
な
っ

た
り
、
風
合
い
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
ラ
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
、
必
ず
そ
れ
ら
の
入
っ
て
い

な
い
洗
剤
か
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
（
や
っ
ぱ
り
石
け
ん
で
乙

　
取
り
扱
い
絵
表
示
と
は
　
ま
た
最
近
は
、
新
し
い
素
材
、

新
し
い
加
工
、
新
し
い
縫
製
法

に
よ
る
、
い
ろ
い
ろ
な
衣
類
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
衣
類
に
は
、
正
し
い
取
ぴ
扱

い
が
一
目
で
理
解
で
き
る
ぶ
り

に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
定
め
ら
れ
た
、
取

り
扱
い
絵
表
示
が
つ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
取
り
扱
い
絵
表
示
と
は
、
洗

濯
機
や
ア
イ
ロ
ン
の
絵
な
μ
を

用
い
て
、
繊
維
製
品
の
取
り
扱

い
方
べ
分
り
や
す
い
記
号

で
ふ
し
た
も
の
で
す
。
衣
料

品
か
購
入
す
る
と
き
は
、
素

材
夕
干
分
理
解
し
、
取
り
扱

い
絵
表
示
の
あ
る
も
の
m

び
、
活
用
で
き
る
ぶ
？
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

『
記号の意味Ｌ 記号の意味

及温は40‘cを限度

こし,X濯機による洗

濯かできる。

塩素系漂白剤による

漂白かできる。

|固
液温は3O°Cを限度

とし洗M機の弱水流

または3Sい手洗いか

よい。
一元

　⑤

　◎

塩素系漂白剤による

漂白はできない。

|士
涯Sは30-Cを限度

とし弱い手洗いかよ

い(洗濯機は使用で

きない)。

ドライクリーニング

かできる。溶剤はパ

ークロルエチレンま

たは石油系のものを

便用する。

卜 水洗いはできない。

ドライクリーニング

かできる; 溶剤は石

油系のものを使用す

る。

|図
中性洗剤を便用する

場合の表示。この表

示はほかの洗い万記

号にも便われる。

|]と ドライクリーニング

はできない。

　　(注)液温か95'cとなつてい

　　る場合は、煮洗いのことで洗

|

濯機を便うことを意味しこい

　　ません。

手絞りの場合は弱く、

遠心脱水の場合は短

時間■a段るのかよい。

ト
アイロンは中程度の

温a(i4o°c -160
･cまで) で、掛ける

のかよい。

l≒ 絞ってiま.Mすません。

ト アイロン掛けはでき

ない。

　　　(注)絞り方の記号は手校りの

|

ようにみえるか、遠心脱水の

　　　恵味も含んでいる。

lぶ アイロンの下に当て

布を便用する。 |ぬ つり干しかよい。

　　　(注)高温は18O'C-,21O‘C,

　　　低温は80゛C -120°C で掛け

|

るのがよい。 Ｌ 日陰の平干しかよい。

頭
と
体
に
新
し
い
息
吹
き
を

　
　
　
　
鳳
凰
学
級
受
講
生
募
集

▲体を動かし、頭もリフレッシュ

　
二
十
世
紀
の
厳
し
い
世
相
の
中

で
豊
か
な
知
識
や
教
養
を
身
に
つ

け
て
、
目
ま
ぐ
る
し
ぐ
変
化
す
る

鳳凰学級の日程

現
代
襲
茫
、
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
老
後
生
活
を
送
り
ま
し
ょ

う
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
と
内
容
…
左
表
の
と
お

り
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館
▼

対
象
：
鳳
凰
大
学
卒
業
生
ま
た
は

6
5
歳
以
上
の
人
▼
定
員
・
：
1
2
0
人
（

先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：
５
月
1
6

10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 回

仏

間

‰

(勿

64
≒9
閑

>≒

團

1‰

(水)

1‰

(徊

≒.

(≪

≒1

川

‰

團

‰

(+0

月

日

　閉

日講
本

の式
人

物
史

　み

　ん

だな

れで

も楽

がし
でく

き

る

生
活

体

操

阿
岡

歌

舞
伎

と

上
万

歌

群
伎

　む
　か

｜し

佛の
教イ

遺ン

跡ド

をと

たい
すま

ねの
てイ

｜ン
　ド

宇

治
十

帖

の
古

跡

を

た
ず

ね
て

日
本

の
人

物
史

ｙ

ル
ク

ロ

】
ド

あ

れ
－
－
れ

京

都
商

人
友t

'if

低

金
和」

時
代

の
財

産

づ

く
り

宇

治

茶
の

あ

ゆ
み

の

つ
ら

ば

な
し

内

容

日
困
ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

　
「
鳳
凰
学
級
受
講
希
罠
と
書
い

て
宇
治
公
民
館
（
宇
治
里
尻
7
1
川

９
・
ａ
⑩
2
8
0
4
）
へ
（
鳳
凰

会
に
入
会
し
て
い
る
人
は
、
申
し

込
み
不
要
）
。
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
十
十
十
十
十
十
十
十
十
十

　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
8
日
出
、
午
後

１
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中

央
図
書
館
集
会
室
▼
講
師
…
草
津

市
民
図
書
館
・
村
瀬
進
さ
ん
▼
申

し
込
み
…
当
日
、
直
接
会
場
へ
▼

問
い
合
わ
せ
…
宇
治
児
童
文
庫
連

絡
会
・
徳
永
泰
さ
ん
（
萱
⑩
1
9

8
9
）
へ
。
　
（
中
央
図
書
館
）

　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　
五
月
十
日
か
ら
の
愛
烏
週
間
に

ち
な
ん
で
「
と
り
」
の
本
の
展
示

と
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。
期
間
は

五
月
十
一
日
出
か
息
八
月
二
十
九

日
出
ま
で
。
『
ホ
ン
ホ
ン
ホ
ン
と

(一部抜粋)

春の人形

劇フェ

スティ

バル

S*ftつ以ﾀ吻

　
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル
ー
プ

が
、
一
生
懸
命
発
表
Ｌ
ぶ
チ
。
入

場
は
無
料
。
家
族
・
友
達
み
ろ
っ

て
、
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
・
・
５
月
2
1
日
出
、
午
後
２

　
時
開
場
、
午
後
２
時
半
開
演

▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
展
示
集

　
会
室

▼
出
演
団
体
人
革
治
お
も
ち
や

　
箱
（
腹
話
術
）
○
宇
治
市
レ
ク

　
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
「
じ

　
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
」
（
ブ
ラ
″
ク
紙

　
芝
居
）
○
た
ん
ぽ
ぽ
村
音
楽
隊

　
（
ラ
だ
と
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
）
○

　
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「
と
ら
ご
ろ

　
う
」
（
人
形
劇
）
○
人
形
劇
サ

　
ー
ク
ル
「
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
」
（
人

　
形
劇
）
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

障
害
児
歯
科
診
療
の
お
知
ら
せ

　
市
内
に
居
住
す
る
十
八
歳
未

満
の
障
七
尾
か
対
象
と
し
た
歯

科
診
療
を
、
六
月
一
日
團
か
ら

行
い
未
了
。
診
療
内
容
は
、
心

４
障
害
児
の
口
腔
衛
生
指
導
と
。

そ
の
ほ
か
必
要
な
処
置
・
歯
科

治
療
と
歯
科
相
談
で
す
。

　
診
療
は
、
保
健
医
療
セ
ン
タ

ー
（
宇
治
下
居
1
3
‐
２
）
で
、

原
則
と
し
て
水
曜
日
の
午
後
に

り
の
本
、
み
ん
な
で
な
か
よ
く
か

り
に
こ
い
』
と
題
し
て
、
楽
し
い

鳥
の
本
を
い
っ
ぱ
い
集
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
お
は
な
し
会
を

　
　
　
　
　
始
め
ま
す

　
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は

お
は
な
見
写
、
今
月
か
ら
毎
月

第
２
水
曜
日
に
行
い
ま
す
。

行
い
未
了
。

　
申
に
込
み
（
予
約
制
）
は
、

五
月
土
〈
日
側
か
ら
営
け
付
け

未
了
。
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
に

来
所
の
う
え
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
保
健
予
防
課

　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
か
保
健
医

療
セ
ン
タ
ー
（
豊
⑩
4
6
3
0
）

へ
。
　
　
　
・
（
保
健
予
防
課
）

　
▼
と
き
…
５
月
1
1
日
困
、
午
後

３
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
大
久
保

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
平
盛
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
）
。
▼
内
容
…
お
は
な

し
と
読
み
聞
か
せ
▼
参
加
費
・
：
無

料
▼
申
し
込
み
・
・
当
日
、
直
接
会

場
へ
▼
問
ｋ
Ｂ
ｔ
・
：
大
久
保
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
大
久
保
町
平
盛

3
0
－
４
・
豊
㈲
7
4
4
7
）
へ
。

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

健
康
の
つ
ど
い

　
楽
し
ぐ
体
公
到
か
し
て
、
気

持
ち
の
良
い
汗
登
記
し
た
り
、

健康のつどいの日程

健
康
に
つ
い
て
の
話
政
習
歪

せ
ん
か
。
健
康
の
っ
と
い
で
、

会　場 月　日 講　　師

緑ヶ原集会所

5/i3吻
健康体操
　今西　圭子さん

5/19《木3
宇治黄聚病院副院長

　吉川　　聡さん

西小倉コミュニ
ティセンター

5/17(-W
mm体操
　今西　圭子さん

5/24両 崇仁珍療所所長
　大森　芳明さん

開公民分館

5/2倒
M康体操
　今西　圭子さん

5/26困
京都府立医科大学助教授

　松野　必六さん

“今、消費生活に求められているもの”

消費生活講座を開講

一
緒
に
楽
し
い
時
間
か
逼
ご
し

ま
し
ょ
う
。

　
　
▽
日
程
・
会
場
・
：
上
表
の

　
　
　
と
お
り

　
　
▽
時
間
・
：
い
ず
れ
も
午
後

　
　
　
１
時
半
Ｉ
４
時

　
　
▽
対
象
・
：
6
0
歳
以
上
の
人

　
　
▽
参
加
料
・
：
無
料

　
　
▽
準
備
品
・
・
・
健
康
体
操
の

　
　
　
時
は
、
運
動
し
や
す
い

　
　
　
服
装
で
、
タ
オ
ル
持
参

　
　
▽
申
し
込
み
・
・
・
当
日
、
直

　
　
　
接
会
場
へ

▽
問
い
合
わ
せ
・
・
・
保
健
予

　
防
課
（
酋
⑩
3
1
4
1
）

　
へ
、

　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
消
費
者
が
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
求
め
て
い
る
こ
と
を
、
い
ろ
い
ろ

取
り
上
げ
、
学
習
し
ま
し
ょ
う
。
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容
・
：
左
表

▽
時
間
・
：
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

　
～
正
午

▽
心
一
場
・
・
・
宇
治
市
産
業
会
館

　
（
宇
治
琵
琶
4
5
－
1
3
）
３
階
第

　
１
研
修
室

▽
定
員
：
白
人
（
先
着
順
）

消費生活講座の日程

▽
受
講
料
・
・
蕪
料

▽
申
し
込
み
・
：
商
工
観
光
課

　
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
電
話
か

　
来
庁
で
。

　
な
お
、
当
日
は
保
育
室
奎
用

意
し
康
ｙ
。
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

回 月日 内　　容 講　師

１
5/20
吻 省エネルギーの知恵

　一倹約の科学－
近畿大学講師
　橋本　尚さん

２
5/24

(火 現代の住まいのすみ方
　一住まいを見直す－

京都府立大学教授

　廣原　盛明さん

３
5/31

(火)

生きることは食べること

－バランスのとれた食生活一

京都料理専修学校校長

　小川　英彰さん

４
6／3

吻

洋服のルールは大切に

一失敗しないフアッシヨンー

松阪屋ドレスメーカー

女学院院長
　高田　正子さん

５
6／7

(ｊ幻

これからの暮らしと

　　　　　　　生活設計

一吉証券㈱証券貯蓄課艮

　村上　賢徳さん

852
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障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
　
参
加
者
を
募
集

　
第
十
二
回
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
六
月
十
二
日
面
午
前
九
時
か

ら
、
木
幡
中
学
校
（
雨
天
時
は
同

校
体
育
館
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
障
害
者
に
ス
ポ
ー
ツ
か
藁
し
ん

で
も
ら
邨
ヌ
岫
和
五
十
二
年
に

始
め
ら
れ
た
こ
の
大
会
は
、
多
数

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も
あ
り
、

例
年
、
約
四
百
人
が
参
加
す
る
盛

大
な
も
の
と
な
っ
て
い
毒
丁
。

　
今
年
度
は
京
都
国
体
後
に
西
京

極
で
開
か
れ
る
全
国
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
か
成
功
さ
せ
る
た

め
に
も
、
ま
す
季
ゐ
充
実
を
目

指
し
毒
了
の
で
、
障
害
か
痔
っ
た

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
車
い
す
の
ス
ラ
ロ
ー
ム

や
円
周
走
な
ど
、
障
害
の
程
度
に

応
じ
た
種
目
が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
五

▲昨年の障害者スポーツ大会

　　　　　　(木幡中学校で)

　
昭
和
六
十
三
年
五
月
六
日
か

ら
、
左
図
の
区
域
で
新
た
に
公

共
下
水
道
が
使
用
出
来
る
ぶ
コ

に
な
り
ま
し
た
。

月
二
十
日
吻
ま
で
に
市
民
体
育
課

へ
。

　
　
　
　
　
◇

　
市
営
プ
ー
ル

　
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
▼
勤
務
…
７
月
９
日
出
～
８
月

3
1
日
團
ま
で
、
黄
緊
ま
た
は
西
宇

治
公
園
プ
ー
ル
▼
賃
金
…
１
時
間

に
つ
き
、
高
校
生
五
百
円
、
大
学

生
と
一
般
五
百
五
十
円
▼
対
象
・

人
員
・
：
高
校
生
男
女
各
1
5
人
、
大

学
生
男
女
・
一
般
は
若
干
名
▼
資

格
…
高
校
生
は
２
年
生
以
上
で
学

校
の
許
可
が
必
要
、
大
学
生
男
子

は
水
泳
指
導
の
出
来
る
人
を
望
む

市民
体育課
電話2
231
41

　
該
当
す
る
地
域
で
は
、
排
水

設
備
の
設
置
夕
地
域
ぐ
る
み
で

進
め
て
い
た
だ
康
示
了
ぷ
フ
、

お
願
い
し
示
ｆ
。

　
（
期
間
中
は
継
続
し
て
勤
務
出
来

る
こ
と
）
ｙ
甲
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
・
：
５
月
3
1
日
ま
で
に
黄
緊
公

園
管
理
事
務
所
（
五
ケ
庄
三
番
割

・
豊
⑩
1
9
0
5
）
へ
。

　
市
民
潮
干
狩
り

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
2
9
日
面
（
雨
天

決
行
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
三
重
県
津
市

御
殿
場
浜
ｙ
参
加
資
格
・
・
・
市
民
及

び
市
内
在
勁
者
と
そ
の
家
族
▼
参

加
費
；
大
人
四
千
円
、
子
供
示

学
生
以
下
）
三
千
五
百
円
▼
定
員

・
・
・
4
5
人
（
先
着
順
、
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
中
止
）
▼
申
し
込
み

・
：
５
月
1
1
日
か
ら
市
民
体
育
課
へ
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
審
判
講
習
会

　
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
登
司
第

三
種
公
認
審
判
員
講
習
認
定
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
６
月
1
9
日
旧
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
逼

陽
市
立
寺
田
南
小
学
校
▼
検
定
料

…
千
五
百
円
▼
甲
し
込
み
…
６
月

８
日
ま
で
に
、
橋
本
勉
さ
ん
（
南

陵
町
一
丁
目
１
の
1
8
0
、
豊
⑩
2
6

8
3
）
へ
▼
準
面
品
・
：
筆
記
用
具
、

見
附
、
ふ
み
場
、
洗
濯
な
ど

　
の
生
活
排
水
は
、
速
や
か
に

　
公
共
下
水
道
に
つ
な
″
岳
え

　
て
ぐ
だ
さ
い
。

［ＴＴＴＴ］これまでの公共下水道供用開始の区域

1四厖勿　５月６日から公共下水道供用開始の区域

六地蔵町並、札ノ辻町の一部

木幡畑山田､御蔵山､金草原､平尾､陣ノ内､御園と河原の一部

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
着
。

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
2
2
日
側
、
午
前

８
時
2
0
分
太
陽
が
丘
体
育
館
前
に

集
合
（
雨
天
時
も
実
施
）
▼
コ
ー

ス
・
・
・
体
育
館
前
↓
野
烏
の
森
↓
紅

葉
谷
↓
興
聖
寺
↓
朝
日
山
観
音
↓

大
吉
山
↓
塔
の
島
で
解
散
（
約
９

Ｊ
）
▼
準
回
Ｔ
昼
食
、
雨
具
、

水
筒
な
ど
▼
問
い
合
わ
せ
…
木
村

長
塔

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
ち
月
1
5
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公

民
館
▼
参
加
費
・
：
七
百
円
▼
持
参

品
・
・
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
か
ゴ
ム
底

の
シ
ュ
ー
ズ
▼
申
し
込
み
…
直
接

会
場
へ
▼
問
い
合
わ
す
：
岡
村
光

芳
さ
ん
（
容
⑩
4
3
4
3
）
へ
。

　
弓
道
大
会

　
▼
と
き
…
５
月
2
9
日
面
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
陸

上
自
衛
隊
関
西
地
区
補
給
処
弓
道

場
（
黄
柴
）
▼
競
技
…
近
的
競
技
・

Ｏ
く
み
取
的
便
所
は
、
告
m

　
3
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改

　
造
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

皇
尼
槽
式
便
所
は
、
浄
化
槽

　
を
廃
止
し
て
、
速
や
か
に
公

　
共
下
水
道
に
つ
な
が
替
え
て

　
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
之
浹
洗
化
や
排
水

設
備
の
工
事
は
、
市
の
指
定
の

　
「
排
水
設
備
工
事
公
認
業
者
」

で
な
い
と
出
来
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
必
ず
公
認
業
者

漬
酌
競
技
（
各
競
技
共
個
人
戦
）
、

８
射
（
４
矢
２
立
）
立
射
に
夏
呪

技
▼
ク
ラ
ス
…
女
子
の
部
、
男
子

初
級
の
部
（
３
段
以
下
）
・
上
級

の
部
（
４
段
以
占
▼
対
象
・
・
・
宇

治
市
弓
道
笥
握
録
者
と
、
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
▼
参
加
費

・
：
社
会
人
四
百
円
、
学
生
・
生
徒

二
百
円
（
申
し
込
み
時
に
納
入
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
。
男

女
別
、
電
話
番
号
、
職
業
（
学
生

は
学
校
名
・
学
年
）
、
段
位
を
記

入
し
、
〒
6
1
1
菟
獄
死
槙
3
1
の
９
・

宇
治
市
弓
道
受
軍
務
局
・
徳
村

寅
治
郎
さ
ん
（
Ｓ
⑩
2
4
6
3
）

へ
（
５
月
1
5
臼
必
哲
。

か
ら
選
ん
で
工
事
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
ま
た
、
工
事
費
用
の
一
時

的
な
負
担
か
軽
く
す
る
た
め
、

金
融
機
関
に
資
金
融
資
の
あ
っ

せ
ん
を
ず
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
を

つ
く
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
下
水

道
に
つ
い
て
の
相
談
、
お
問
い

合
わ
せ
は
下
水
道
管
理
課
（
容

⑩
8
4
7
6
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
下
水
道
管
理
課
）

公
共
下
水
道
使
用
料

　
　
口
座
振
替
の
記
載
を
変
更

　
公
共
下
水
道
使
用
料
を
口
座

振
替
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
、
銀

行
通
帳
へ
の
記
帳
方
法
が
、
昭

和
六
十
三
年
度
第
一
期
分
（
五

月
土
八
日
振
替
分
）
か
ら
屈
史

に
な
り
ま
ず
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
「
ス
イ
ド
ウ
、

ゲ
ス
イ
ド
ウ
」
と
別
々
に
記
帳

芦
れ
て
い
ま
し
た
が
、
〈
礒
「
ス

ィ
ド
ゥ
」
と
し
て
、
下
水
道
使

用
料
と
王
水
道
料
金
の
合
計
額

が
記
帳
さ
墾
チ
。
合
計
額
の

内
訳
は
、
口
座
振
替
月
の
翌
月

の
検
針
時
に
お
届
け
ず
る
、
「
使

用
水
量
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載

し
ま
す
。
　
（
水
道
部
営
業
課
）

お
知

ら
せ

　
行
政
相
談

　
行
政
相
談
は
、
毎
月
第
三
木
曜

日
（
た
だ
し
、
五
月
は
第
二
木
曜

日
）
、
午
前
十
時
か
ら
四
時
ま
で
、

市
役
所
市
民
相
談
室
で
受
け
付
け

て
い
ま
ず
。
当
日
は
、
国
か
ら
委

嘱
か
受
け
た
行
政
相
談
員
が
、
相

談
を
お
受
け
ト
荼
す
。

　
国
や
府
、
市
の
仕
事
を
は
に
め
、

Ｊ
Ｒ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人

の
仕
事
に
対
す
る
、
苦
情
や
ご
意

見
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

　
な
お
、
次
の
行
政
委
員
の
皆
さ

ん
の
自
宅
で
も
、
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
松
本
登
＝
五
ケ
庄
三
番
割
1
0

　
（
豊
⑨
只
３
８
５
）

○
増
井
繁
一
―
伊
勢
田
町
北
山
５

　
－
2
3
（
豊
⑩
0
1
2
4
）

ｏ
瀬
田
佐
江
子
ａ
宇
治
東
内
2
3

　
（
豊
⑩
4
7
9
3
）

　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
相
談
室
）

　
宇
治
川
魚
つ
り
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
2
2
日
面
、
雨
天

決
行
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
川
一
帯
▼

参
加
受
け
付
け
・
・
・
事
前
＝
観
光
セ

ン
タ
ー
（
毎
日
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
、
当
日
―
中
の
島
朝
霧

橋
畔
特
設
テ
ン
ト
内
と
京
密
画

駅
前
（
共
に
午
前
５
時
～
８
時
）

▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
魚
の
持
ち
込

み
・
・
・
中
の
島
朝
霧
橋
畔
特
設
テ
ン

ト
内
（
午
後
１
時
～
１
時
）
▼
魚

種
…
ハ
エ
、
フ
ナ
、
マ
ジ
カ
な
ど
▼

審
査
基
準
・
：
Ｌ
尾
の
長
寸
順
（
活

魚
に
限
る
）
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
観

光
協
会
（
豊
⑩
3
3
3
4
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
母
子
家
庭
に
奨
学
金

　
毎
年
度
申
請
を

　
府
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
の

「
母
子
家
庭
奨
学
金
」
の
申
請
か
受

け
付
け
て
い
未
了
。

　
▼
対
象
・
：
乳
幼
児
か
亘
局
校
生

ま
で
（
た
だ
し
既
に
京
都
府
の
他

の
奨
学
金
か
受
け
て
い
る
人
は
除

或
羊
チ
）
▼
支
給
額
（
年
額
）
・
・
・
乳

幼
児
＝
八
千
円
、
小
学
生
＝
一
万

五
千
円
、
中
学
生
上
一
万
円
、
高

校
生
＝
四
万
五
千
円
▼
申
請
…
福

祉
課
所
定
の
申
請
用
紙
で
福
祉
課

へ
。
４
月
１
日
現
在
で
ほ
子
家
庭

の
人
は
、
５
月
末
ま
で
に
申
請
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
４
月
２
日
以

降
ほ
子
家
庭
に
な
っ
た
人
、
あ
る

い
は
６
月
１
日
以
降
に
申
請
し
た

人
は
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
支
給

さ
れ
享
子
。

　
な
お
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
で

す
。
昨
年
度
営
ぼ
て
い
た
人
も
新

た
に
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
詳
し

ぐ
は
、
福
祉
課
（
き
⑩
3
1
4
1
）

へ
問
い
合
わ
せ
を
。
　
（
福
祉
課
）

　
訂
正
と
お
わ
び

　
「
市
政
だ
よ
り
」
五
月
一
日

号
四
面
の
、
京
都
府
交
通
事
故

相
談
の
日
程
に
誤
ぴ
が
あ
り
ま

し
た
。
正
に
て
は
、
五
月
十
一
日

削
と
二
十
五
日
伽
、
午
前
九
時

～
午
後
四
時
、
宇
治
地
方
振
興

局
（
酋
⑩
2
0
4
9
）
で
す
。
訂

正
し
お
わ
び
に
￥
ヂ
。

　
　
（
交
通
労
政
課
・
広
報
課
）

　
固
定
資
産
税
の
納
期
は
、
昭

和
六
十
三
年
度
に
限
り
五
月
末

日
で
す
（
例
年
は
四
月
末
日
）
。

五
月
の
初
旬
に
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
し
た
の
で
、
期
限
内

に
お
納
め
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
五
月
二
十
日
ご
ろ
ま

で
に
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

場
合
は
、
資
産
税
課
（
ａ
⑩
3

1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

市
・
府
民
税
は

　
６
月
3
0
日
ま
で
に

鴛
ま
た
、
全
期
分
を
一
括
し

て
納
付
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ

る
前
納
報
奨
金
は
、
計
算
方
法

が
寂
幻
り
ま
し
た
。
詳
し
ぐ
は
、

納
税
通
知
書
に
同
封
の
お
知
ら

せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
一
方
、
軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
も
、
五
月
初
旬
に
送
付

し
て
い
ホ
チ
。
納
期
限
の
五
月

末
日
ま
で
に
お
納
め
ぐ
だ
さ
吋

　
市
・
府
民
税
の
納
税
通
知
書
　
の
場
合
は
、
第
一
期
分
の
納
期

は
六
月
に
送
付
に
ま
す
。
納
期
　
で
納
め
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な

限
の
六
月
三
十
日
ま
で
に
お
納
　
り
ま
し
た
。

め
ぐ
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
六
十
二
年
度
の
市
税

　
ま
た
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
　
で
納
め
忘
れ
の
あ
る
も
の
に
つ

昭
和
六
十
三
年
度
分
か
ら
、
固
　
い
て
は
、
五
月
末
日
ま
で
に
必

定
資
産
税
と
市
府
民
税
（
普
通
ず
お
納
め
ぐ
だ
さ
い
。

徴
収
分
）
の
税
額
四
千
円
未
満
　
　
　
　
　
　
　
　
（
納
税
課
）

　
軽
自
動
車
税
に
は
、
身
体
障

害
者
等
欠
対
象
と
し
た
、
減
免

の
制
度
が
あ
り
未
丁
。
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

一
台
に
限
り
減
免
さ
れ
ま
ゐ

で
、
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
（
た

だ
し
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
税

の
減
免
を
営
げ
る
握
に
は
除
く
）
。

①
そ
の
構
造
が
、
専
ら
身
体
障

　
害
者
等
の
利
用
に
供
す
る
た

　
め
の
も
の
。

②
身
体
障
害
者
、
精
神
簿
弱
者

　
の
所
有
す
る
も
の
（
1
8
歳
未

　
満
の
身
体
障
害
者
ま
た
は
精

　
神
薄
弱
者
と
生
計
を
Ｉ
に
す

　
今
人
が
所
有
の
場
合
も
含
む
）
。

③
身
体
障
害
者
等
と
仇
訂
を
Ｉ

　
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

　
動
車
等
で
、
専
ら
身
体
障
害

　
者
等
の
通
学
・
通
院
・
生
業

　
の
た
め
に
運
転
す
る
も
の
。

　
減
免
申
請
の
手
続
き
に
は
、

次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　
▼
減
免
申
請
書
（
所
定
）
▼

身
体
障
害
者
手
帳
（
戦
傷
者
手

帳
・
療
育
手
帳
）
▼
運
転
免
許

証
▼
印
鑑
▼
納
付
書
。

　
な
お
、
申
請
期
限
は
納
期
限

　
（
五
月
＝
千
一
日
）
ま
で
で
７
．

ま
た
、
障
害
の
程
度
に
ょ
っ
て

は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
車
ｙ
。
詳
Ｌ
て
は
、
市
民

税
課
（
豊
⑩
1
1
4
1
）
ま
で
お

問
い
＜
ａ
ｃ
＾
＊
)
°
（
市
民
税
課
）

853

身
体
障
害
者
は
軽
自
動
車
税

を
減
免

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

　
　
納
付
は
5
月
末
日
ま
で
に

市民茶摘みの集い

公共下水道供用開始区域広がる

とき5月15日（日）午前9時半～正午（雨天中止）

ところ茶業センター宇治折居25・電話237711・問い合わせ◇農林茶業課（電話2231

41）
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京都国体　大会旗・炬火リレー

5月15日(日)

市火リハーサルを実施
第43回国民体育大会　　　　　

　大会旗・廸火こリレー（市火）ユコース図

京
都
国
体
秋
季
大
会
百
五
十
日
前
の
記
念
事
業
と
し
て
。
大
会
旗
・
煩
火
リ
レ
ー

（
市
火
）
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
、

五
月
十
五
日
（
日
）
に
三
百
三
十
九
人
の
小
学
生
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
八
月
七
日
（
日
）
の
本

　
番
と
同
様
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
当
日
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
る
小
学
生
ラ
ン
ナ
ー
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
温

　
　
か
い
ご
声
援
を
。
ま
た
、
採
火
・
出
発
式
、
分
火
式
、
集
火
式
の
各
式
典
に
は
、
小
学
生
に
よ
る
金
管
バ
ン
ド
、
鼓

　
　
　
隊
、
中
学
生
に
よ
る
和
太
鼓
の
集
団
演
技
も
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

採火地コース

　(S取の火)

採火地コース「笠取の火」　　11.5kni

起点・中継地・終点出発
時刻 担当学校名

笠取小学校(採火地)8:45 笠取小学校

西笠取下荘川西 8:57 (車両リレー)

炭山キャンプセンター 9:12 笠取第二小学校

炭　　　　　　　山 9:19 (車両リレー)

木幡平尾団地 9:30 御蔵山小学校

御蔵山小学校 分　　　火

西宇治コース「巨椋の火」　15.8kni

起点・中継地・終点出発
時刻 担当学校名

御蔵山小学校 9:51 御蔵山小学校

六地蔵町並交差点 10: 00 木幡小学校

木　幡　池　畔 10:09 岡屋小学校

隠　元　橋　西　詰10:18 北橘島小学校

洛南土地改良事務所10:28 北小倉小学校

西　宇　治　公　園10:37 西小倉小学校

西小倉中学校 10:48 伊勢田小学校

宇　治　税　務　署11-.00西大久保小学校

旦　椋　神　社 11:11 大久保小学校

城　南　高　校 11:20 大開小学校

城南荘集会所 11:29 神明小学校

東宇治コース「黄業の火」　　14.Ikm

起点・中継地・終点出発
時刻 担当学校名

御蔵山小学校 9:51 木幡小学校

御蔵山参道バス停 9:59 木幡小学校

東宇治消防分署 10:08 宇治小学校

黄　槃　公　園 10:15 宇治小学校

菟道隼上り窯跡 10: 22 三室戸小学校

明星町第1 緑地 10: 29 三室戸小学校

志津川喜撰会館前 10:37 三室戸小学校

天ヶ瀬吊橋右岸 10:46 菟道小学校

興　聖　寺　山　門10:53 菟道小学校

市　民　仝　館 11:01 棋島小学校

宇治市幡貫墓地 11: 12 棋島小学校

ユニチカバス停 11:22 菟道第二小学校

集火地コース「鳳凰の火」　0.4km

起点・終点 出発
時刻 担当学校名

京都府宇治地方振興局11:43
菟s.第二小学校
神明小学校

宇　治　市　役　所 集　　火

―-J

大会旗・俎火リレー（市火）式典の日程表

式　の　名　　称 採　火・出発式 分　火　式 集　火　　式

会　　　　　　　　　場 笠取小　学校 御蔵山小学校 宇治市役所

式　　　　　　　　　典 8:27～8:46 9:38～9:52 11:48～12:05

式典音楽隊
吹奏楽隊 東宇治・横島中学校 木幡・西宇治中学校‘ 北宇治・西小倉中学校

合唱　隊
宇治市民混声合唱団、宇治幼稚園コー
ラス｢愛j,コーラスサークル赤とんぼ

宇治朝霧コーラス、紫陽花コーラス 宇治市少年少女合唱団･

集　　団　　演　　技 7:50～8:15 8:59～9:19 u:09～11:34

集　団　演　技

出　演　団　体

金管バンド 伊勢田小学校 宇　治　小　学校 棋　島　小　学校

鼓　　隊 菟道第二小学校 菟道　小　学校 菟道第二小学校

和太　鼓 横島・北宇治・西宇治・西小倉中学校
木幡・東宇治・宇治・広野・南宇治中
学校

や
、
清
潔
な
環
境
の
維
持
な
ど
、

美
し
い
環
境
。
つ
く
り
に
努
め
よ

う
と
設
定
し
ま
し
た
。

　
＝
運
動
項
目
そ
の
①
＝

　
〈
ま
ち
を
美
し
く
し
よ
う
〉

　
こ
の
運
動
の
主
な
内
容
は
、

Ｏ
清
掃
活
動
に
積
極
的
に
参
加

　
－
　
し
ぷ
　
　
　
缶
、
ゴ
ミ
な
ど

　
今
回
か
ら
、
基
本
目
標
「
明
の
投

い
皿
七
万

や
め
ぶ
只
屑

る
く
住
み
よ
い
明
日
の
宇
治
市
　
掃
日
か
長
め
地
域
ぐ
る
み
で

を
つ
ぐ
る
り
」
と
、
三
つ
の
運

動
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
ま
ず
。

　
＝
基
本
目
標
そ
の
③
―

　
〈
明
る
く
住
み
よ
い
明
日
の
宇

治
市
を
つ
く
ろ
う
〉

　
こ
の
目
標
は
、

ふ
る
さ
と
の
名

勝
、
祭
り
、
伝

承
芸
能
な
ど
を

正
し
ぐ
理
解
し
、

一
斉
清
掃
を
し
よ
う
○
道
路
や

河
川
含
尻
い
に
１
　
エ
シ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ち
を
美
し
ぐ
す
る
こ
と
の

第
一
は
、
み
ん
な
が
協
力
し
合

　
　
　
　
　
　
っ
て
「
ゴ
ミ
を

　
　
　
　
　
　
出
さ
な
い
。
捨

豊
か
な
自
然
と

文
化
財
に
満
ち

た
宇
治
を
守
り

育
て
る
た
め
、

市
民
一
人
ひ
と

あ
錨
域
形
成

者
の
一
員
で
あ

る
と
い
う
自
覚

を
持
っ
て
、
地

域
連
帯
意
識
や

郷
土
愛
か
身
に

つ
け
ぷ
７
と
い

う
も
の
で
す
。

　
ま
た
明
る
く

みんなで進めよう

明るく住みよい町づくり

住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
ｙ
る
た
め
、
自
ら

の
手
で
花
と
緑
聚
増
や
す
こ
と

て
な
い
。
汚
さ

な
い
Ｊ
こ
と
を

着
実
に
実
践
す

る
こ
と
で
す
。

　
地
域
で
は
、

道
路
や
広
場
、

河
川
な
ど
の
清

掃
活
動
を
計
画

的
に
実
践
し
、

或
瓦
い
な
環
境

づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
、
学
校

・
園
、
職
場
で

も
、
実
践
計
画

を
立
て
て
、
常

に
門
口
・
玄
関

や
建
物
周
辺
の

美
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

ド
青
少
年
ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動
(
6
2
年
１
１
月
１
５
日
）

854

みんなの市民運動

小学生ランナー力走

リレー隊にご協力

を
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